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   Chorei-to was administered orally to 30 patients who complained of lower urinary tract 
symptoms without pyuria. Efficacy rate of pollakisuria was 92.9%, miction pain 85.8%, and voiding 
discomfort 85.7%. Total efficacy rate was 76.0%. No untoward effect was observed. Therefore, 
Choreito was thought to be an effective drug for the patients with lower urinary tract symptoms. 

   Patients with the same symptoms tried Choreito-go-shimotsu-to, and its efficacy rate turned 
out to be 80%, but untoward effect such as epigastraligia was observed on 2 patients. These 2 
drugs are thought to be effective on patients suffering from lower urinary tract symptoms. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 2237-2241, 1988)

Key words: Chorei-to, Chorei-to-go-shimotsu-to, Lower urinary tract symptoms

緒 言

猪苓湯は,傷 寒論を出典 とす る化疾利水剤の処方で

あ り,水 熱相結を適応症 とす る.漢 方あ るいは中医学

に造詣の浅い筆者 にとって,証 を考えなが ら診 断を進

めることは困難である.逆 に,証 にあ ま りとらわれる

ことな く,あ る特定の 疾患 に対 し特定の 薬剤を投与

し,そ の効果をrctrospcctiveに 解析する ことは,中

西医学とも言 うべ き分野を作る上 で意味のあることと

思われ る.筆 者は著明な尿所見を呈 しないに もかかわ

らず,種 々の下部尿路の訴sxを もつ患者に対 し,猪 苓

湯な らびに猪苓湯合四物湯を投与 し若干の成績 を得た

ので,考 察を加えて報告する,

対象ならびに用法 ・用量

1.対 象

対象 は,尿 所見に顕著な変化を認めないが下部尿路

に頻尿,排 尿痛等のさまざまな不定愁訴を訴える症例

30例 につき検討 した.対 象症例は,TableIの ごと

く,男 性4例,女 性26例 であ り,年 齢分布は30歳 か ら

72歳,平 均57.9歳 であ った.以 前に行 った 同様の検討

では,82症 例について検討,う ち男性3例 で,年 齢分

布は21歳 か ら74歳,平 均年齢 は,51.0歳 であった.

2.用 法ならびに用量

ツムラ猪苓湯 ならびに ツムラ猪苓 湯合四物 湯エキス

製剤を一 日7.5g食 前分3投 与にて服用 させ,服 用の

有無を問診にてチ ェックした.服 用期間は2週 間で投

与前後における自覚症状 な らびに他覚所見の変化につ

きア ンケー ト方式で検討 した.
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3.ロ ー レル指 数 別患 者 分 布

今 回,証 には あ ま り拘 泥す る こ とな く効果 を 検 討 し

た が,retrospectiveな 解 析 に 供 す るた め,各 患 者 の

Tablc1.対 象患 者 背 景

① 性

男性4例

女性26例

② 年令

年令 人数 率

o%

io

13

37

23

17

12号1988年

1・一 レル 指数 を 算 出 した.ロ ー レル指 数 の各 群 の 分 布

は,Tablc2の とお りで,1型36.7%,H型53・3%・

皿型10%と 前 回 と比 較 して 著 明な 変化 は認 め られ な か

った,前 回 の検 討 で は,1型40.3%,H型40・3/00,皿

型is.4%で あ った.

4.効 果 判 定 基 準

効 果 判定 基 準 は,Tablc3の ご と く各 症 状 に つ き,

著 効 か ら悪 化 まで の5段 階 に分 類 した.ま た排 尿 痛,

排 尿 時不 快 感,頻 尿 の 三症 状 に つ き各項 目を 組 み 合わ

せ て や は り著 効 か ら悪 化 まで の5段 階 に 分 類 した.

20～29才

30^-39

40^-49

50^-59

60^-69

70以 上

不 明

0

3

4

io

8

5

0

30才 へ72才 平均57.9才

Tab正e3.効 果 判 定 基準

排尿痛,排 尿時不快懇,頻 尿の三症状につき.

以下の如く判定した。

Table2。 ロー レル指 数 分布

1型(や せ)～1.2911例(36.7%)

II型(普 通)1.30～1.4916例(53.3%)

皿型(肥 満)1.50～3例(10.0%)

著 効:昔 又は十の三症状がすべて消失したもの

有 効:二 段階以上の改普が二つ以上の症状につ

いて見られた者

やや有効:一 段階の改善が二つ以上の症状について

見られた者

無 効:投 与による改警が見られなかった者

悪 化:投 与中に症状の悪化した者

Table4.症 状別効果,症 状別の発生頻度 と有効率

排 尿 痛 排尿時不快感 頻 尿 残 尿 感 排尿困難 血 尿

3段 階改善2く28.6%)

2段 階改曹2〔28.6%)

1段 階改替2(28.6%}

不 変1〔14.3%)

悪 化

不 明

0

85.8%4(57.1%)

2(28.6%)

1(14.3%)

2(14.3%)

85.フ%7(50・O%)

4(28.6%)

1(7.1%1

2(14.3%)

92.9%3(21.4%)

4(28.6%)

5(35.7%)

2(20,0瓢)

W.3%3(鉛 ・O覧)

3(30.0%)

2(20.0%)

1(9.0%)

80.ou4(祐 ・495)

3(27.3%)

3(27.3%)

72.1%

例致傾船7(23.3%)7(23.3%) 14(46.7%)14(46.7%)10(33.3%)11(36.7%)

Table5,症 状別効果,症 状別の発生頻度 と有効率

排 尿 痛 排尿時不快感 頻 尿 残 尿 感 排尿困雄

3段 階改曹0

2段 階改警5115.6%1

1段 階改曹16cw.ox)

不 変7{21.9%)

悪 化3〔9.4%)

不 明1(3.1%)

O

cs.ex141z3.oss1

29Uzsx)

17(n.e%)

t〔1.6%1

0

415.9x)

m.sx211w.ex)

211w.v%1

17〔25.oral

3ca.aaO

21z.9%)

67.6%

0

3133.1x)

1cn.isa

31333%}

0

2{麗.2瓢}

M./%

4〔 ⑳.o瓢}

2(m.ossl

O

2120.o瓢}

1〔10.o梶}

1qo.o鮒

so.ox

例数欄劇32(39.o%)61(74.4%)68(82.9%}9(n.0%} io(12.2%}



成

堀井,前 川=尿 路不定 愁訴 ・猪苓湯 ・猪苓湯合四物湯

績

1.症 状別効果

今回の猪 苓湯 エキス剤投与に よる症状別の効果は,

Table4の ごとくである.各 症状別の発生頻度 は,頻

尿,残 尿感が多 く約半数 の患者 に認め られた.そ の他

血尿,排 尿困難が約3分 の1の 患老に認め られた.や

や有効か ら著効 までの有効率では,頻 尿が際立 ってい

る感 じがある.す なわち92.9%の 改善率であ る.そ の

他排尿痛に対 しては85.8%,排 尿時不快 感に対 しては

85.7%の 有効率を示 している.Tablc5は 前回の検討

時の有効率である,今 回の検討できわだって前回 と異

なっていた ものは,血 尿に対す る有効率 である.前 回

の検討時には20%前 後の ものが,今 回は72.7劣 へ と飛

躍的に向上 しているのが注 目された.た だ前回は82例

であった検討症例が今回は30例 であるため,断 定は困

難と思われ る.

2,総 合評価

今回の 尿路不定愁訴症例30例 に対 す る総合評価は

Table6に 示す通 りで,著 効1例,有 効7例,や や有

効15例,計23例,76.0%の 有効率であ った.無 効例は

7例 に認めたが,悪 化 した症例 は認めなかった.前 回

82例におけ る検討 の総合評価 はTable7の 通 りであ

った.著 効例は5例,有 効例29例,や や有効24例 計50

例71.6%の 有効率であ った.悪 化例は2例 認めたが,

エキス剤改善後の現在,判 定に慎重を要すると考えら

れる.

3.ロ ー レル指数別有効率

今回の ロー レル指数別有効率はTab正e8の ごとく,
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1型 では72.7%,皿 型では75,00/,皿 型 では100%の

有効率を示 した,統 計学的に各群問に有意差 はなか っ

た.前 回検討 時 の ロー レル指数別有効率 は,1型 で

77.4%,皿 型64.05/,皿 型で66,7%で あ った.こ の結

果で も特に体型による有効率 の変動は著明ではない よ

うである.し たが って,猪 苓湯投与 の際,体 型を考慮

に入れ ることは必ず しも必要ではないと考xら れる.

Table8.ロ ー レル指 数分 布 別 有 効率

1型 且 型 皿 型 不明 全体

著 効

有 効

やや有効

無 効

悪 化

不 明

z

6

3

i

72.7%4

7

4

75.0%1

2

iOO%

計11 16 3

Table6.尿 路不定 愁訴に対する猪苓湯の有効率

例 数 有 効 率

4.猪 苓湯合四物湯の尿路不定愁訴に対す る効果

下部尿路不定愁訴を主訴 とす る症例5例 に対 し,猪

苓湯合四物湯エキス剤を7.5g食 前分3投 与を行い,

その結果を排尿痛,排 尿時不快感,頻 尿の3項 目に限

定 して検討 した.既 述の効果判定基準に従 い検討 した

結果,Table9の ごとく,有 効40%,や や有効40%と

高い有効率を示 した.症 例数は少ないながらも,比 較

的強い作用を有す る方剤 と考えるが,今 後症例を重ね

てゆ く必要があると考えられ る.

Table9. 尿路不定愁訴に対する猪苓湯合四物湯
の有効率

例 数 有 効 率

著 効

有 効

やや有効

無

悪

中

不

効

化

止

明

1(3.0%)

7(23.0%)

15(50.0%)

7

76.0%

著 効

有 効

やや有効

無 効

悪 化

中 止

不 明

2(40%)

2(qO%)

i

80%

Tab】e7.尿 路不定 愁訴に対する猪苓湯の有効率

例 数 有 効 率

著 効

有 効

やや有効

無

悪

中

不

効

化

止

明

5

29

24

20

2

i

1

(6.2%)

(35.8%)

(29.6%)

71.6

5.各 薬剤 の副作用について

エキス剤改善以前 の猪苓 湯投与にて,82例 中2例 に

胃部不快感 などの副作用を認めたが,薬 剤中止で直 ち

に消失 したD.エ キス剤改善後では 特に副作用を認 め

なか った.猪 苓湯合四物 湯については,5例 中2例 に

胃部不快感 を認 めた.さ らに 検討を要 す ると考え ら

れる.
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猪苓湯は,Table10の ごとく,猪 苓,秩 苓,沢 潟,

滑石,阿膠を構成生薬 とする方剤である.目標 とする と

ころは五苓散と ほぼ同 じと考え られ るが2),阿 膠を含

む ことに よ り,止 血が期待 され る点でやや異な る3・4)

しか しなが ら,生 地黄な どと異な り止血作用はあま り

強度ではな く,実 際 エキス剤改善 以前の検討では,止

血作用 はあま り認められなか った1).今 回の検討 で72

%も の有効率を示 しているのはやは りエキス剤改善 の

影響が大きい と考え られ る.別 にア ンケー ト項 目中に

Table10.猪 苓湯を構成する生薬成分 の概要

生 薬 名 基 源 主 要 成 分

日局 タ ク シ ャ

1沢煽)

日局 チ ョ レ イ

儲 苓)

8局 ブクリョウ

{筏苓)

ア キ ョ ウ

(阿膠)

カ ッ セ キ

(滑石)

サジオモ ダカまたは

その他近緑植物(オ モ

ダカ科)の 塊根(茎 葉

基および根 をほ とん

ど除去)

チョレイマイタケ(サ ル

ノコシカケ科)の 菌核

マツホ ド(サル ノコシ

カケ科)の 菌核(外 層

を除去}

哺乳類の皮部より製

したゼラチン

天然の含水ケイ酸アル

ミニウムか らなる粘土

鉱物(加 水ハロサイ ト)

多量のでんぶん

四環性 トリテルベ ン

ア ミノ酸,ビ タミン類

ergosterol

gluten

四ly舶 伽ri由

pachymen

四 環性 トリテ ル ベ ン 酸

giutin

chondrin

含水 ケ イ酸 アル ミニ ウム

AI,O,・2SiOz・4HsO

Table11.漢 方的症状に よる患者群別総合評価

12号1988年

入れた,不 眠,不 安感などの4項 目別の猪苓湯の有効

率はTableIIの とお りでQ水 を よく飲む"と 答 えた

者 で,下 部尿路不定愁訴は猪 苓湯投与に よ り,や や改

善 している.そ の他はいずれ も75%程 度 の有効率をあ

げている.Table12は 猪苓湯の証 と考 えられ る4項

目中該 当する項 目数別の有効率である.特 に該当する

項 目数 と有効率に相関は認めなか った.こ れは・猪苓

湯の証に関係な く下部尿路不定愁訴症例 に猪苓湯を投

与 して も一定の成績が得 られ ることを示 唆 してい ると

思われ る.猪 苓湯は水分 の吸収,排 泄を是正 し,ま た

滑石の消炎作用 ともあいまって尿路系の炎症を鎮静化

す るもの と考 えられ,胃 炎 などに対する効果 も期待 し

うる5・6),今回,猪 苓湯の 副作用 として 胃部不快感を

認めたが,こ れ は 「証」があわ ない可能性 も推測 し得

る,猪 苓湯合四物湯は,猪 苓 湯の構成生 薬に地黄,荷

薬,川 菖,当 帰を加えた ものであ り,止 血作用,抗 炎

症作用は,猪 苓湯 よ りさらに強い もの と思われ るが7),

逆 に 副作用 も強 くなるもの と考え られ,成 績 を み て

も,当 方剤 では40%i".胃 部不快感を認め,何 らかの胃

粘膜保護剤を必要 とす る症例があ った.猪 苓湯な らび

に猪苓湯合 四物湯は同様 の愁訴を有する症例に投与で

きると思われ るが,猪 苓湯合四物湯を使用す る場合,

特に高齢老,虚 弱者に投与す る場合は,副 作用に対す

る注意が必要 と考え られた.

夜B&titt
(14)い 水響 む 編 諺 璽 弊感

結 語

著 効

有 効1

やや有効10

無 効3

悪 化

不 明

78.6%

i

gOO% i

io

3

1

78.6%1

7

3

75.0%

(46.6%)(3.3%)(46.6%)(40.0%)

1.尿 に顕著な所見を認めず,下 部尿路に不定愁訴

を訴える症例 に対す る猪苓湯,猪 苓湯合四物 湯の効果

を検討 した.

2.猪 苓湯では総合有効率76.0%で,特 に頻尿に対

する効果が著明であった,猪 苓湯合 四物湯では総合有

効率80%で あ った.

3.副 作用は猪苓湯については 出現率0%,猪 苓湯

合四物湯については壬0%で あった.

Table12.猪 苓湯の 「証」4項 目中の項 目数 別効果

0項 目1項 目2項 目3項 目4項 目

著 効1

有 効6

やや有効4

無 効4

悪 化
〔中 止)

不 明

73.3%

4

iOO%

3

iOO%i

3

2

66.7%

i

i

50%

計15 4 3 6 2
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